

































Employment Support to the Student Who Wishes for a Childcare Job Pass















































































































































































































































・ 就職当初、子どもから可愛い声で ｢せんせい｣ と呼ばれて、一瞬、誰を呼んでいるのかと戸
惑いました。素直に「はい」と返事ができない自分がいたことを恥ずかしく思いました。ど
んなに頼りなくても、信頼が足りなくても子どもから見たら先生なのです。子どもだけでは
なく保護者から見ても先生なのです。学生と社会人の違い、それは気持ちの切り替えをきっ
ぱりとしておくことです。これから社会へ出て行く皆さん、園の玄関を越えたら先生になり
きってください。（就職１年目・公立保育園勤務）
・ 学生時代、もっと真面目に真剣に勉強しておけば良かった、私の正直な反省です。今、23人
の子どもたちを担当していますが、登園から降園まで実にいろいろなことが目まぐるしく過
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ぎていきます。時間の経過がとても早く感じられます。上手く話せないのですが、その場そ
の場で、しかも一人ひとりに対して言葉も動作も態度もすべて常にベストな対応が必要なの
です。その正解は誰も教えてくれないのです。自分で即断即決するしかないのです。もちろ
ん別の機会に園長先生や先輩の先生方から指導を仰ぐことはできますが、その場では自分で
判断するしかないのです。
ちょっとした一言で子どもは勇気を持ったり失望したりすることもあります。保育士は子ど
もの鏡という話を学生時代に教わりましたが実践が伴わないのが今の私です。鏡とて、モデ
ルとして自信が持てるようになりたいです。私の反省を含めて日ごろの学習の大切さ、子ど
もの命を預かるという責任の重さがあることを伝えておきます。一方でこんなにやりがいの
ある仕事はないと思っています。何より無邪気な笑顔で抱きついてくれる子どもたちに癒さ
れます。保育士になって本当に良かった、これが私の実感です。皆さんもぜひ夢を叶えてく
ださい。（就職２年目・公立保育園勤務）
・ クリスマス会で「あわてんぼうのサンタクロース」を伴奏しました。途中で間違って手が止
まってしまいました。でも子どもたちは最後まで元気よく歌ってくれました。子どもたちに
大変申し訳ないという気持ちでいっぱいでした。普段の保育では、「せんせい、間違えた、
ヘタッピィー」なんてよく言われるんですけど、本番終了後にピアノ伴奏のことには何も触
れない子どもたちの気持ちを本当に嬉しく思いました。子どもたちの心は私が思っている以
上に成長していることを教えられました。「せんせい、がんばってね！」という無言の励ま
しのようにも思えました。ピアノはどれだけ練習しても練習しすぎということはありません。
ピアノ伴奏は子どもたちが楽しく歌をうたうために保育士の大事な役割です。練習を十分に
しておくことが重要です。苦手な人ほど練習を怠りますが、それは逆です。苦手な人ほど練
習が必要なのです。これは私自身の反省です。（就職１年目・公立保育園勤務）
・ ある日、保護者の方から「先生、ちょっとご相談したいことが・・３歳なんですけど他のお
子さんに比べて少し遅れているのではないかと心配しているんです」という申し出でがあり
ました。学生時代に障害児保育や発達心理について学んだのですが実際の場では的確にお答
えできませんでした。他にも自宅でのテレビやゲームの問題、友だちとのけんかの問題、食
事や排泄の問題等、保護者からの子育て相談はいろいろあるのですが、子育て支援も保育士
の重要な仕事です。今、それを肌で感じています。保護者の方からの問い合わせや相談など
は突然なことが多いのです。お迎えの際、先生、ちょっとご相談が・・といった具合です。
答えはその場で必要なのです。どうしてもお答えできないときは、園長や先輩の指導を得て
からお答えしていますが、基本的にはその場でお伝えする方が望ましいのです。それが信頼
につながるのです。保育士として力不足の自分が情けなくて、一人で泣くこともあります。
この種の相談は日常的に寄せられるので、やはり基礎・基本をしっかり身に付けておくこと、
保護者の思いに寄り添って対応すること、信頼関係を作るためには本当に大切なことなんで
す。時間ができたら勉強ではなく、今すぐ勉強することをお勧めしておきます。いろいろな
保育関連の講演会や研修会、そして現職の先生方のお話をうかがうのも大切です。私はその
ような思いから休日にはできるだけ出かけるよう心がけています。リフレッシュにもなりま
す。これは私自身の反省でありお勧めしているわけではありません。参考にしていただくだ
けで結構です。（就職２年目・私立幼稚園勤務）
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５　今後の課題
　国家公務員、地方公務員を問わず、すべての公務員は国民・地域住民に対してサービスの向
上を図ることが最重要課題として位置づけられている。このため担当領域、部署ごとに研修が
進められており、実際に合理化や効率化が進められる中でサービスの向上も具体化されている。
それを可能にするのは個々の職員の課題意識と問題解決能力である。新規採用に際しても従来
の筆記試験重視から人物重視へとシフトされてきているのは、このような背景が考えられる。
　大学においても就職支援者は、公務員への就職希望者に対して何が問われ、どのような人材
が求められているかを十分に把握しておかなければ適切な支援をすることはできない。本稿に
おいては保育職を中心に質の向上をいかに確保するかについて実践に基づいて検討を試みた。
現代の学生の特徴の一つとして学習時間の不足、とりわけ読書時間の不足が指摘されている（２）。
読書の大切さを伝えると同時に読書に代わる有効な指導法を模索することも支援者の課題とい
える。その意味においてピアサポートの試みは今後、詳細な検証を必要とするものの、現段階
では一定の成果が認められる。経済状況が改善されつつあるとはいえ、全体として大卒者の就
職率が伸び悩んでいる（３）中で、本学の保育職への就職率は毎年100％近い数値（平成25年度は
100％）を残しており、とりわけ公務員志望者の73％が合格（平成25年度）していることはピ
アサポートによる成果の表れと思われる。しかし、これに満足することなく、更なる創意と工
夫、そして創造的な実践力の育成が必要であることは言うまでもない。
　大学における就職支援は、国公立・私学を問わず各大学において特徴のある取り組みが進め
られている（４）。とりわけ私立大学にあっては就職率の結果は学生募集にも多大な影響を及ぼ
すため、全学的な取り組みとして各種の工夫や改善が進められている（４）。
　高校生を招いて大学の学びや施設等を開放するオープンキャンパスに毎年立ち会っている
が、その中で高校生本人及び保護者から尋ねられる内容は就職状況に関することが最も多い。
大学における学びや取得できる資格のことよりも就職状況やその具体的な内容が話題になるこ
ともしばしばである。入学前から卒業後の進路に対する関心の深さを物語っている。
　大学における就職支援には大別して２つの考え方がある（５）。その一つは、大学が就職予備
校化しては社会で求められている人材は育たない、発想力や創造力が豊かな人材育成こそ必要
なのであるという考え方である。他の一つは、社会が求める人材育成こそ大学の役割であり、
カリキュラムの内容も固定化するのではなく、現実を直視して柔軟に見直していく必要がある
という考え方である。
　換言すれば、どのような職域にも適応できるような基礎・基本を重視した教育か、領域・職
種に相応しい専門性の習得を重視した教育か、という違いである。いずれも重要であり、その
判断は各大学に委ねられるべきであろう。ただし、18歳人口の減少により、現に大学は淘汰さ
れつつある。この流れは今後、加速していくものと思われる。中規模以下の大学は、生き残り
をかけた戦略の一つとして就職率の結果を避けて通ることはできない。大学が高校生から選ば
れる時代はすでに到来しているといえる。大学や学部・学科を選ばなければ志望者全員が入学
ピアサポートのアンケート
項　　目 ４年生（86名） １〜３年生（159名）
とても良かった 84 152
特に感想はない 2 5
アンケート実施日・平成26年１月25日
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できる大学全入時代なのである。そこには大学が掲げる教育目標や具体化の実際とその結果が
問われている。
　なお、本学では、「子どもの成長にかかわる基礎的・専門的知識を広く学び、乳幼児の保育
と地域の子育て環境づくりをサポートできる、高度な指導力を備えた保育士や幼稚園教諭の育
成を目的とする」（平成26年度名古屋女子大学案内）としている。
　保育職への就職支援について、現状と課題に触れながらピアサポートの試みを取り上げた。
まだ道半ばであり成果の検証は今後のこれまでの支援方法が今後も有効とはいえない。時代の
進歩、社会の変化、そして学生の意識に応じて柔軟に且つ大胆に見直しながら新たな支援策を
模索していきたい。一人ひとりの学生の夢や希望を現実に、この支援こそ大学における支援者
の役割である。
　大学は各領域においてそれぞれ専門性の高い教員の集団である。専門領域が異なっているだ
けに就職支援においては個々に支援の方法や内容について見解が異なることも珍しくない。多
様な見解があることはむしろ当然であり、新しい価値を生み出す源でもある。しかし、就職支
援に際して各教員によって基本的な視点が異なっていては混乱や動揺を来すもことも考えられ
る。就職支援に携わる教員の共通理解と事務担当者との綿密な連携、そして全教職員による情
報共有が不可欠である。
　支援に際して、個々の学生の特徴や志望動機等を把握することは重要であるが、とりわけ顔
と名前の一致が特に重要である。名前を覚えることにより親近感や信頼感が深まるのである。
長い間にわたって多くの学生と接してきた教訓である。
（１）例えば、『全国保育士養成協議会第48回研究大会研究発表論文集』、全国保育士養成協議会、平成21年。
（２） 2012年７月31日、朝日新聞。記事によれば、大学生の１週間あたりの学習時間は０時間が9.7％、１〜５
時間未満が57.1％とされている。
（３）2014年１月21日、朝日新聞。記事によれば2013年12月１日現在の大卒就職内定率は76.6％とされている。
（４）例えば、『全国保育士養成協議会第50回大会研究論文発表集』、全国保育士養成協議会、平成25年。
（５）2012年12月８日、朝日新聞。
